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う
ち
ど
く
と
は
…

　
「
う
ち
ど
く
」は
、「
家
庭
読

書
」の
略
で
、
家
族
ふ
れ
あ
い

読
書
を
意
味
し
て
い
ま
す
。家

族
み
ん
な
で
同
じ
本
を
読
み
、

感
想
を
語
り
合
う
こ
と
で
、物

語
や
時
間
を
共
有
し
、家
族
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

深
め
る
た
め
に
全
国
的
に
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。も
と
も
と

は
、
全
国
の
小
・
中
学
校
や
高

等
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る「
朝

の
読
書
」の
家
庭
版
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
小
竹
町
で
は
、読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
小

学
校
は
毎
週
１
回
、中
学
校
は

月
に
２
回
程
度
、朝
の
読
書
と

し
て
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
朝
の
読
書
の

取
り
組
み
は
、
集
中
力
、
読
解

力
や
言
語
能
力
が
上
が
り
、学

力
向
上
へ
の
効
果
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

夏
休
み
や
冬
休
み
な
ど
の
長

問 教育課社会教育係☎２・０４５２

　うちどく（家読）を知っていますか ?

　小竹町では、社会教育計画に基づき、青少
年教育事業の一環として、読書で家族のコ
ミュニケーションを深めるために「うちど
く」を推進しています。

　もうすぐ冬休みがはじまります。家族み
んなで本を読んでみませんか？

家族みんなで

読書の時間を
楽しみましょう
～“うちどく”でコミュニケーション～

小
竹
町
地
域
活
動
指
導
員
花
田
美
起
さ
ん

に「
う
ち
ど
く
」の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

親子で…　子ども同士で…　よく本を読んでいます！

△お母さんに大好きな絵本を読んでもらい、
　笑顔があふれる渚紗ちゃん（２歳）。

林明子 作／福音館書店

渚紗ちゃんの大好きな絵本。
「この絵本は絵がかわいい」と
話すお姉ちゃんも渚紗ちゃん
に読んであげているそうです。

図書閲覧室（中央公民館内）をよく利用し
ている小山田 桃子さん（七福区）。

　子どもと一緒に絵本を選ぶには、ちょ
うどよい規模の図書室。絵本も充実してい
るので、よく利用しています。時間があれ
ば絵本を一緒に読んでいるので、８歳の娘
は本が大好き。いろいろな本を読んでいま
す。５歳の娘も本を読んで、本の話をたく
さんしてくれます。２歳の娘は同じ本を

「読んで！」と何度も持ってきます。
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期
休
暇
に
入
る
と
、学
校
で
身

に
つ
い
た
読
書
習
慣
が
途
切

れ
て
し
ま
う
た
め
、う
ち
ど
く

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

「
読
書
の
時
間
」の
現
状

　

子
ど
も
が
本
を
読
む
こ
と

は
、
言
葉
を
学
び
、
知
恵
を
養

い
、想
像
力
を
高
め
て
く
れ
ま

す
。
本
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

は
欠
か
せ
な
い
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
平
成
30
年
度
全
国
学
力
・

学
習
状
況
調
査
福
岡
県
学
力

調
査
質
問
紙
調
査
結
果
報
告

書
に
よ
る
と
、学
校
の
授
業
時

間
以
外
に
読
書
を
全
く
し
な

い
子
ど
も（
筑
豊
地
区
）が
小

学
生
で
25
・
１
％
、
中
学
生
が

43
％
で
あ
り
、ま
だ
ま
だ
多
く

の
子
ど
も
た
ち
が
本
を
読
む

時
間
が
と
れ
て
い
な
い
状
況

で
す
。

う
ち
ど
く
の
効
果

　

子
ど
も
た
ち
の
生
活
時
間

は
、
学
校
で
過
ご
す
時
間
を

除
く
と
、
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、ゲ
ー
ム
や
習
い
事
な

ど
に
費
や
す
時
間
が
大
半
を

占
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

必
然
的
に
家
族
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
薄
れ
て
き

て
い
る
と
い
う
社
会
的
な
問

題
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

も
う
す
ぐ
冬
休
み
が
始
ま

り
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
集

ま
っ
て
本
を
広
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

　

家
族
み
ん
な
で
一
冊
の
本

を
読
む
だ
け
で
、「
主
人
公
の

こ
う
い
う
と
こ
ろ
が
好
き

だ
っ
た
よ
。」「
こ
う
い
う
風
に

感
じ
た
よ
。」「
こ
の
絵
が
好

き
だ
っ
た
よ
。」な
ど
の
感
想

を
語
り
合
っ
て
会
話
が
生
ま

れ
、お
互
い
の
気
持
ち
が
通
い

合
う
こ
と
で
家
族
の
絆
が
深

ま
っ
て
い
き
ま
す
。温
か
い
家

族
の
つ
な
が
り
を
感
じ
る
時

間
は
子
ど
も
の
生
き
る
力
の

源
に
な
り
ま
す
。ぜ
ひ
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深

め
る
手
段
の
一
つ
と
し
て
、

「
う
ち
ど
く
」を
は
じ
め
て
み

ま
せ
ん
か
。

小竹町地域活動指導員　花田美起さん

Ｑ＆Ａ　

うちどくの本はどんな本？

Ｑ　うちどくの本は、絵本がよいのでしょうか？

Ａ　絵本にこだわらずに好きな本を読んでくだ
　　さい。絵本は内容も短く、絵が多いので、小さ
　　なお子さんからお年寄りまで幅広く楽しめ
　　て、語り合いやすいところもあります。絵本
　　には、人・自然・家族・命・友情・愛情など生き
　　ていくうえで必要なものすべてが描かれて
　　いるので、絵本とふれあうことで感性豊かに
　　なるといわれています。

「うちどく」のポイントは、２つだけです。

①みんなで一冊の本を読む

②家族で感想を語り合う

その他のルールはありません。
それぞれのご家庭にあったやり方で
うちどくをはじめてみましょう！

「うちどく」をはじめてみよう！
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子どもと一緒に本を選ぶことから

はじめてみませんか？

どのような本から読めばいいの？
ここでは、うちどくにおすすめの本を紹介します。
紹介本のすべては、図書閲覧室（中央公民館内）にあ
ります。お気軽にお越しください。

　大好きなちびっ
このために与え続
けるりんごの木。
実も枝も幹さえも
与えてしまいまし
た。与えることは
何なのでしょう。

　三びきのやぎが
山へ草を食べに行
く途中、橋の下に
は恐ろしい化け物
の「トロル」がいま
す。やぎが橋を渡
ろうとすると…。

　毎日変化してい
くあかちゃんの成
長を描いた本書。
我が子に照らし合
わせて読むと、胸
が 温 か く な り ま
す。

　毎日がはじまりの
日という生き方を続
けられたら、人はい
つまでも成長でき
る。日常にハッとす
るような気づきを与
えてくれる本です。

　目覚まし時計のあ
おくんは、ある日、誕
生日プレゼントにな
ります。初めてベルを
鳴らすあおくんのド
キドキがダイレクト
に伝わってきます。

▶『おおきな木』
　作・絵／シェル・シルヴァスタイン
　訳／ほんだ きんいちろう
　出版社／篠崎書林

図書閲覧室を利用しよう！

◁うちどくのリーフ
　レットや記録帳は
　中央公民館にあり
　ます。

　蔵書冊数は約９，０００冊。特に絵本を充
実させ、人気貸出本は赤ちゃん絵本です。
うちどくコーナーもありますので、お気
軽にお越しください。

●場所　中央公民館内（勝野１７５７番地）
●開館時間　月曜日～日曜日（年末・年始を除く）
　　　　　  ８時３０分から１７時１５分まで

問 中央公民館 ☎２・０４５２

わたしの

好きな本

おおかみと
七ひきのこやぎ

▶『三びきのやぎのがらがらどん』
　絵／マーシャ・ブラウン
　訳／瀬田貞二
　出版社／福音館書店

▶『みんな あかちゃん だった』
　作／鈴木まもる
　出版社／小峰書店

▶『はじまりの日』
　作／ボブ・ディラン
　絵／ポール・ロジャース
　訳／アーサー・ビナード
　出版社／岩崎書店

▶『とけいのあおくん』
　作／エリザベス・ロバーツ
　絵／殿内真帆
　訳／灰島かり
　出版社／福音館書店

絵／フェリクス・ホフマン
訳／瀬田貞二
出版社／福音館書店
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町長の動き

点

描—１０月２１日から１１月２０日まで —

１０月２１日
暴力追放！地域安全推進！住民
総決起大会

鞍手総合福祉セン
ター体育館

秋風と灯りの夕べ 中央公民館
１０月２３日 一人暮らし老人ふれあいの集い 総合福祉センター

１０月２４日
議会運営委員会 議場
人権の花運動種飛ばし行事 南小学校

１０月２５日 第６回臨時会 議場
１０月２８日 県国保共同運営会議打ち合わせ 町長室

１０月３０日
一般国道２００号国土交通省へ要
望活動

国土交通省等

１０月３１日 県消防殉職者慰霊祭 県消防学校

１１月５日

庁議 庁内会議室
教育長辞令交付 町長室
中流流域下水道首長会議 直方市役所
町功労者表彰式 総合福祉センター

１１月６日

県自治振興組合第１０５回議会 県自治振興組合
九州防衛局要望活動 第二合同庁舎

海外福岡県人会世界大会 ホテルニューオオ
タニ博多

１１月８日 第７１回九州地区地域婦人大会 ホテルオークラ福岡
１１月９日 子どもたちの発表会 中央公民館

１１月１０日
町民まつり 中央公民館周辺
アルコ２３号除幕式 多目的グラウンド
人権啓発活動 中央公民館

１１月１１日
総務産建・文教厚生委員会合同行
政調査（～１２日）

広島県神石高原町

１１月１５日 新過疎法制定実現総決起大会 東京都
１１月１７日 市町村対抗福岡駅伝出発式 中央公民館

１１月１９日
町村会正副会長会 県自治会館
町村会理事会・県庁要望 県庁

１１月２０日 飯塚駐屯地基地司令来庁 町長室

秋あ
き

茶ち
ゃ

会か
い

ほ
ろ
ほ
ろ
鳥と

り

の
訪ほ

う

問も
ん

者し
ゃ

戸
田
　
満
子

実み

む
ら
さ
き
本ほ

ん

家け

分ぶ
ん

家け

は
庭に

わ

つ
づ
き   

原
賀
　
靜
子

秋あ
き

祭ま
つ

り
10
パ
ー
セ
ン
ト
の
消し

ょ
う

費ひ

税ぜ
い

松
尾
　
治
子

秋あ
き

祭ま
つ
り

猿さ
る

が
笊ざ

る

も
て
銭ぜ

に

貰も
ら

ふ
　

阿
部
天
風

氏う
じ

神か
み

の
幟

の
ぼ
り

一い
っ

対つ
い

秋あ
き

祭ま
つ
り

白
石
　
実
枝

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風 

選

俳句

　

長
く
尾
を
引
く
夏
の
名
残
り
が
去
り
、や
っ
と
の
こ

と
で
秋
ら
し
き
日
差
し
が
注
い
で
き
た
11
月
９
日
、中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
た「
子
ど
も
た
ち
の
発
表
会
」

に
出
席
し
た
。
小
・
中
学
校
か
ら
選
抜
さ
れ
た
９
人
の

児
童
・
生
徒
た
ち
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
主
張
し
た
。

「
自
分
の
こ
と
と
し
て
人
の
こ
と
を
思
う『
如に

ょ

己こ

』の
精

神
は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。～『
人
を
大
事
に

す
る
』と
い
う
こ
と
を
い
つ
も
心
に
と
め
て
、
平
和
で

あ
る
今
に
感
謝
し
な
が
ら
、目
標
に
向
か
っ
て
が
ん
ば

り
ま
す
～
」。こ
の
北
小
学
校
６
年
生
の「
自
分
の
こ
と

と
し
て
人
の
こ
と
を
」の
主
張
に
心
打
た
れ
た
。
こ
の

ほ
か「
障
が
い
か
ら
学
ん
だ
こ
と
」や「
人
工
知
能
」な

ど
現
代
社
会
に
お
い
て
大
変
重
要
な
課
題
を
子
ど
も

た
ち
の
視
点
で
と
ら
え
た
主
張
も
続
出
し
、「
平
和
」や

「
優
し
さ
」で
会
場
が
包
ま
れ
聴
衆
は
感
動
し
た
と
思

う
。
第
２
部
の「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
推
進
大
会
」で
は
、

児
童
・
生
徒
の
ス
マ
ホ
を
取
り
巻
く
い
じ
め
の
実
態
と

そ
の
対
策
の
研
究
発
表
に
、参
加
者
の
活
発
な
質
疑
や

討
論
が
展
開
さ
れ
た
。
最
後
に
全
員
で「
い
じ
め
を
な

く
す
約
束
」を
確
認
し
て
閉
会
し
た
。
い
じ
め
は
閉
じ

た
世
界
で
深
刻
化
す
る
た
め
、
児
童
・
生
徒
や
先
生
に

は
学
外
の
人
と
の
交
わ
り
も
必
要
。学
校
関
係
者
と
地

域
の
人
が
交
流
で
き
る
機
会
を
つ
く
っ
て
い
た
だ
い

た「
い
じ
め
ス
ト
ッ
プ
推
進
大
会
」の
主
催
者「
青
少

年
健
全
育
成
町
民
会
議
・
竹
森
利
明
会
長
」の
ほ
か
関

係
団
体
に
感
謝
し
た
い
。「
未
来
が
そ
の
胸
中
に
あ
る

も
の
、こ
れ
を
青
年
と
い
う
」。あ
る
自
由
民
権
家
が
残

し
た
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
た
。
今
回
の「
子
ど
も
た

ち
の
発
表
会
」を
通
し
て
町
の
子
ど
も
た
ち
の
財
産
は

「
大
い
な
る
未
来
」で
あ
る
こ
と
に
確
信
を
持
ち
、誇
ら

し
く
感
じ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
小
竹
町
長
　

町 長 コ ラ ム



　３年生の総合的な学習の時間として、南小学校の
児童たちは小竹祇園山笠を、北小学校の児童たちは
南良津獅子舞を約４か月にわたり、学習してきまし
た。そして、１０月１６日、それぞれで学んだ伝統文
化の発表会を南小学校で行いました。これまでに
学んできた文化を教え
合って、学校間の交流を
図るとともに、地域に残
る伝統文化の大切さを
改めて感じる時間を過
ごしました。

Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉地域の伝統文化を受け継ぐ大切さと地域の思いを学びました
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◉ふれあいサロン研修会を開催しました
　９月３０日、総合福祉センターで社会福祉協議会
主催の「令和元年度ふれあいサロン研修会」が開催
されました。長年レクリエーション活動やボラン
ティア活動を実践し、人材育成、健康づくり、レク
指導、講演活動等を展開されている宮本和代さん
が「笑顔と活動を力に～支え・支えられる良い関係
づくり～」について講演を行いました。地域福祉活
動の担い手であるサロンのスタッフの皆さんに対
し、「誰も一人では生きていけない。支え・支えられ、
人として成長していきます。」と宮本さんから応援
エールが贈られました。

◉心も体も健康に…第３回スポーツフェスタを開催しました
　１０月１３日、健康と体力づくりに関心を高めなが
ら人とのつながりを広げるために第３回スポーツ
フェスタを町民体育館で開催し、約１５０人が参加し
ました。子どもから高齢者までが一緒に楽しむこと
ができるニュースポーツとして、アジャタやフロッ
カー、ストラックアウト、輪投げ、ダーツの５種目を
行いました。「簡単なスポーツで普段運動をしない
私でもできるし、子どもや友達と一緒にできて楽し
かったです。」と参加された親子が話してくれまし
た。これからも健康のために適度な運動を心がけ、
毎日を元気に過ごしていきましょう。
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◉勝野一区でハロウィンイベントを行いました
　１０月２７日、勝野一区でハロウィンイベントを
行いました。かわいい仮装をした子どもたちは「お
菓子をくれないといたずらするぞ！」と声をそろえ
ながら４軒のお宅をまわりました。たくさんのお
菓子をもらった後は、勝野一区公民館で手作りのカ
レーライスをお腹いっぱいに食べました。
　みんなで今年もハロウィンを楽しみました。

記事・写真提供▷勝野一区 親子部会

　１０月２１日、秋風と灯りの夕べ～令和に伝え継
ぐ美しい詩と音～を中央公民館で行いました。「ま
なび体験講座」受講生の手作り竹灯籠のほのかな灯
りに包まれた会場内は、サークル「大人の折り紙ク
ラブ」の皆さんの作品と紅葉・栗などが飾られ、芸術
の秋を感じさせてくれました。詩の朗読や公民館内
のサークル「花みずきの会」の絵手紙とともに吉良
裕憲さんのオーボエ演奏や小竹北小学校の吉竹真
紀子先生のピアノ演奏、小竹中学校の台場愛子先生
のマンドリン演奏を披露。来場者は朗読と音楽演奏
を楽しみ、心落ち着くひとときを過ごしました。

◉竹灯籠の優しい灯りに囲まれて、オーボエやマンドリン演奏を楽しむ

◉町と街道の歴史を堪能～こたけ長崎街道探検ツアーが開催されました～
　１０月２０日、小竹町観光まちづくり協会主催の
第２回こたけ長崎街道探検ツアーが小竹区旧長崎
街道沿いで開催されました。会場では、小竹祇園山
笠振興会の皆さんの力強い祇園太鼓の音が鳴り響
く中、長崎街道にまつわる昔話の長薮騒動の寸劇や
竹細工体験などを楽しむ人々でにぎわいました。そ
して、貴船神社を出発点に亀山神社など巡る「こた
け歴史の道散策」が行われ、町の歴史を堪能しなが
ら約４㎞を歩きました。最後は駕籠かき競争。約５０
メートルの距離を「えっほ！えっほ！」のかけ声と
ともに町並みを駆け走りました。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
あなたの住む地域のイベントや
身近な話題などの情報を
広報で発信しませんか？

連絡先▶総務課情報人権係☎２・１２１２

◉社会福祉法人小竹福祉会新多園が福岡県社会福祉協議会長表彰を受賞
　１０月３０日に春日市で開催された福岡県社会福
祉大会（県社会福祉協議会・県共同募金会主催）で、
社会福祉法人小竹福祉会新多園が長年の社会福祉
事業の推進に寄与されたとして、優良社会福祉事業
施設１０施設の１施設として福岡県社会福祉協議会
長表彰を受賞。１１月１３日に町長に表敬訪問されま
した。施設長の中並孝幸さんは、「これからも小竹町
のために地域福祉の推進と地域への貢献活動に取
り組んでいきたいと思います。」と話していました。

◉ Trick or Treat！お菓子をくれなきゃイタズラするぞ！

◉郷土の誇りとして、アルコ２３号を修復しました
　１１月１０日、中央公民館多目的グラウンドに
展示している蒸気機関車アルコ２３号の修復が完
了し、お披露目となる除幕式を行いました。アルコ
２３号は１９２０年のアメリカン・ロコモーティブ社
製（通称アルコ社）で全長約８．６メートル、重量約
２６．５トンあります。貝島炭鉱（宮若市）の石炭採掘
抗を埋め戻すため、飯塚市で採取した山砂を運んで
いました。車体の両側に水タンクを備えた角張った
独特のスタイルから「弁当箱」の愛称で親しまれて
いました。この型の蒸気機関車のうち、日本に現存
しているのは他に宮若市のアルコ２２号のみです。

　薄暗くなりかけた頃、小さなお化けたちが家々を
訪ねてまわっています。そう、今日は１０月３１日ハ
ロウィン。小竹区３０軒のご家庭の協力を得て、子ど
もたち３１人がお菓子をもらいながら仮装パレー
ドをしました。ゴールの小竹区公民館では、絵本を
読んだり、ゲームをしたり、マジックを見たりしま
した。そして、みんなで食事をした後は、貴船神社の
境内まで肝試し！そこでも大きなお菓子をゲット
できました。小さなお化けさん、楽しかったね。

記事・写真提供▷吉田麻由美さん
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役 場 か ら の お 知 ら せ

問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

年末年始のごみ収集、し尿処理等について
問 農政環境課環境係☎２・１９４６

●ごみ収集のお休み・収集日の変更について
種類 対象地域 変更内容

固形燃料用
ごみ 町内全域

１月２日（木）、１月３日（金）は
収集を行いません。

▶引っ越し等の臨時のごみ収集は、お早めに各地区のご
　み収集事業者に直接お申し込みください。

●し尿くみ取り日の変更について
対象地域 変更内容

町内全域

１２月３１日（火）から１月３日（金）までは、
くみ取りを行いません。

※このため、地区によってはくみ取り日が２～３日前後
　することがあります。ご理解とご協力をお願いします。

▶臨時のくみ取りは、１２月２５日（水）１６時までに
　（株）エーアンドシー（☎２・１１９７）に直接お申込みください。

 
犬や猫を飼っている
皆さんへ

◉飼い主は、ペットの健康を考え、生活環境
　を整えるとともに、動物の習性をよく知り
　隣近所に迷惑がかからないように心がけ
　てください。

◉散歩中に愛犬がした「ふん」は、必ず後始末
　ができるもの（ビニール袋など）を携帯し、
　責任を持って処理してください。

◉特に猫に関する苦情が増えています。むや
　みに猫にエサを与えないでください。また、
　避妊・去勢手術を受けさせましょう。

おめでとうございます
－小竹町功労者表彰式を行いました－

問 総務課情報人権係☎２・１２１２

　
11
月
５
日
、
小
竹
町

功
労
者
表
彰
式
を
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
し
た
。

　
町
表
彰
条
例
に
基
づ

き
、
町
の
公
益
お
よ
び

振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
を
た
た
え
、
水

谷
日
出
男
さ
ん（
御
徳

三
区
）を
功
労
者
と
し

て
表
彰
し
ま
し
た
。

写
真
下
段
右
か
ら
▽
須
堯
豊

年
教
育
長
、
松
尾
勝
徳
町
長
、

表
彰
者 

水
谷
日
出
男
さ
ん
、

和
田
明
議
長
、良
永
陽
臣
さ
ん

（
表
彰
審
査
委
員
長
）　

上
段

右
か
ら
▽
中
村
博
文
さ
ん（
表

彰
審
査
委
員
）、
萬
田
美
代
子

さ
ん（
表
彰
審
査
委
員
）、清
水

多
恵
子
さ
ん（
表
彰
審
査
副
委

員
長
）、田
中
孝
子
さ
ん（
表
彰

審
査
委
員
）、
浅
原
喜
代
子
さ

ん（
表
彰
審
査
委
員
）
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10

　
土
地
や
家
屋
の
所
有

者
で
、
下
記
の
よ
う
な

変
更
が
あ
っ
た
人
は
忘

れ
ず
に
届
け
出
て
く
だ

さ
い
。

●
変
更
の
期
間　

平
成
31
年
１
月
か
ら

令
和
元
年
12
月
ま
で

の
１
年
間

●
変
更
が
あ
っ
た
人

▽
土
地
の
利
用
状
況（
地

　
目
）が
変
わ
っ
た
人

▽
家
屋
の
増
築
・
解
体

　
な
ど
に
よ
り
床
面
積

　

な
ど
の
変
更
が
あ

　
っ
た
人

▽
登
記
さ
れ
て
い
な
い

　
家
屋
の
所
有
権
を
移

　
転（
売
買
・
贈
与
・
相

　
続
）し
た
人

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
人

土地・家屋の用途や床面
積等の変更届出について
問 税務住民課税務係☎２・１２１６

　９月定例会で議会の同意
を得て、須堯豊年氏が小竹
町教育委員会教育長として
再任されました。

　須堯教育長は、平成１９年
２月から１２年余りにわた
り教育行政に携わっていま
す。これまでの学力向上に
取り組む積極的な活動が高
く評価され、文部科学省か
ら令和元年度地方教育行政
功労者表彰を受けました。

任期は令和元年１１月４日
から令和４年１１月３日ま
での３年間です。

教育長に再任されました
問 教育課学校教育係☎２・１９６１

 

申
請
等
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
税
務
住
民
課
住
民
係
☎
２・
１
２
１
７
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問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

今月の納税
税金は納期限までに納めましょう

問 税務住民課収納係☎２・１２１６

●
口
座
振
替
に
よ
る

　

納
税
に
つ
い
て

　

口
座
振
替
日
は
、

毎
月
25
日（
12
月
お

よ
び
２
月
は
22
日
、

振
替
日
が
休
日
の

場
合
は
翌
営
業
日
）

で
す
。

　

自
動
的
に
指
定

の
口
座
か
ら
税
金

が
引
き
落
と
さ
れ

る
の
で
、納
め
忘
れ

の
心
配
が
あ
り
ま

せ
ん
。
手
続
き
は
、

町
指
定
金
融
機
関

（
福
岡
銀
行
、
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
、福

岡
ひ
び
き
信
用
金

庫
、
飯
塚
信
用
金

庫
、
直
鞍
農
協
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
）ま
た

は
税
務
住
民
課
窓

口
で
行
え
ま
す
。

集合税 - 町県民税・固定資産税・国民健康保険税 - 

納期限１月６日（月）
【口座振替日１２月２３日（月）】

令和２年度償却資産申告書の
提出を忘れずに！

問 税務住民課税務係☎２・１２１６

提出期限　令和２年１月３１日（金）
※受付後、地方税法に基づき実地調査・簡易調査（固定資産台帳を郵送
　していただく調査）を行うことがあります。

●
申
告
の
対
象
と
は

　

事
業
を
行
い（
工

場
や
商
店
を
営
ん

で
い
る
人
、
駐
車
場

や
ア
パ
ー
ト
を
貸
し

付
け
て
い
る
人
、
農

業
を
し
て
い
る
人
、

太
陽
光
発
電
設
備
を

設
置
し
て
い
る
人
な

ど
）、１
月
１
日
現
在

に
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
で
す
。

▽『
所
有
権
留
保
付
売

　
買
資
産
』は
、原
則
、

　

買
い
主
が
申
告
し

　
て
く
だ
さ
い
。

▽『
共
有
資
産
』は
、代

　

表
者
を
決
め
て
申

　
告
し
て
く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
と
は

　
会
社
や
個
人
が
事

業
を
営
む
た
め
に
所

有
し
て
い
る
土
地
と

家
屋
以
外
の
有
形
の

固
定
資
産
で
す
。

　

具
体
的
に
は
構
築

物（
建
物
附
属
設
備
を

含
む
）・
機
械
・
装
置
・

船
舶・航
空
機・車
両・

運
搬
具・工
具・器
具・

備
品
等
の
固
定
資
産

を
い
い
ま
す
。

令和元年度排水設備工事責任技術者
新規・更新登録申請受付について
問 上下水道課下水道事務係☎２・１９４５

　
下
水
道
の
宅
内
排
水

設
備
に
関
す
る
工
事
責

任
技
術
者
の
新
規
登
録

お
よ
び
更
新
登
録
の
申

請
を
次
の
要
領
で
受
け

付
け
ま
す
。

●
受
付
期
間

令
和
２
年
１
月
20
日

（
月
）か
ら
１
月
31
日

（
金
）ま
で

●
対
象

【
新
規
登
録
】

・
福
岡
県
下
水
道
排
水

　
設
備
工
事
責
任
技
術

　
者
試
験
に
合
格
し
た

　

人（
合
格
証
の
有
効

　
期
限
が
令
和
２
年
３

　
月
31
日
以
降
の
人
）

・
試
験
参
加
市
町
に
責

　
任
技
術
者
と
し
て
登

　
録
さ
れ
て
い
る
人

【
更
新
登
録
】

・
令
和
元
年
度
福
岡
県

　
下
水
道
排
水
設
備
工

　
事
責
任
技
術
者
更
新

　
講
習
を
受
講
し
た
人

年末年始の
水道の開閉栓について

問 上下水道課水道事務係
☎２・１９６０

１２月２８日（土）から１月５日（日）まで
は、役場閉庁日のため、水道の開閉栓の
作業および受付は行いません。

※
年
末
年
始
に
水
道
の

　
使
用
を
開
始
す
る
場

　
合
は
、12
月
26
日（
木
）

　

ま
で
に
お
申
し
込
み

　
く
だ
さ
い
。

※
旅
行
等
で
長
期
不
在

　
の
場
合
は
、
水
抜
き

　
な
ど
凍
結
防
止
の
対

　
応
を
お
願
い
し
ま
す
。



1213 ひまわりだより

問 …問い合わせ
  市外局番：０９４９６

役 場 か ら の お 知 ら せ

　

小
竹
町
国
民
健
康
保
険
の
医
療

費
の
適
正
な
支
出
の
た
め
に
次
の

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容（
負

傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額
）

を
よ
く
確
認
し
て
、
署
名
ま
た
は

捺
印
を
し
て
く
だ
さ
い

　
療
養
費
は
、
本
来
患
者
が
費
用
の

全
額
を
支
払
っ
た
後
、
自
ら
保
険
者

（
小
竹
町
国
保
）に
請
求
を
行
い
、
支

払
を
受
け
る
も
の
で
す
が
、
柔
道
整

復
に
つ
い
て
は
、
患
者
が
柔
道
整
復

師
に
受
領
委
任
を
す
る
こ
と
で
被

保
険
者
の
皆
さ
ん
が
施
術
所
の
窓

口
で
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
た
残

り
の
費
用
を
患
者
本
人
に
代
わ
っ

て
保
険
者
に
請
求
し
支
払
を
受
け

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
受
取
代
理
人
の
欄
へ
の
署
名
は
、

傷
病
名
・
日
数
・
金
額
を
よ
く
確
認

し
、
原
則
患
者
本
人
が
署
名
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
よ
く
確
認
を

せ
ず
、
受
取
代
理
人
の
欄
に
署
名
す

る
こ
と
は
間
違
い
に
つ
な
が
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●
治
療
内
容
に
つ
い
て

小
竹
町
国
保
よ
り
お
尋
ね
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

　

施
術
日
や
施
術
内
容
に
つ
い
て

照
会
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
柔
道
整
復
師
に
か
か
っ
た

と
き
は
、負
傷
部
位
、施
術
内
容
、施

術
年
月
日
の
記
録
、
領
収
書
等
を
保

管
し
、
照
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

自
身
で
回
答
で
き
る
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

医療費の適正化のために
問健康増進課保険年金係☎２・１２２４

■ 国民健康保険への
    加入の手続きは１４日以内に

　職場の健康保険（健康保険組合や共済組合
など）に加入している人、後期高齢者医療制
度に加入している人および生活保護を受け
ている人を除くすべての人が国民健康保険
に加入します。退職により職場で加入してい
た健康保険をやめたときや職場の健康保険
の被扶養者から外れたときは、事業所が発行
する資格喪失証明書を持参のうえ、１４日以
内に加入の手続きを行ってください。

■ 職場の健康保険に加入したとき　 
　 喪失の手続きを忘れずに

　国民健康保険に加入している人が就職等
により職場の健康保険（健康保険組合や共
済組合など）に加入したときは、国民健康
保険の喪失手続きが必要です。新しくでき
た被保険者証を持参のうえ、喪失の手続きを
行ってください。

年金相談・お手続きの際は
ぜひご予約を！

問 直方年金事務所☎０９４９・２２・０８９１

違反広告物を撤去します
問建設課建設事務係

☎２・１９００

●除去日　１２月１９日（木）

▶雨天の場合は、１２月２０日（金）  
に順延します。

▼
町
内
の
主
要
な

　
路
線
で
、福
岡
県

　

屋
外
広
告
物
条

　

例
の
違
反
と
な

　
る
立
看
板
、は
り

　
紙
、は
り
札
等
を

　
取
り
除
き
、一
週

　
間
保
管
し
ま
す
。

▼
違
反
広
告
物
に

　

心
当
た
り
の
あ

　
る
人
は
、自
主
的

　

に
取
り
外
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務

所
で
は
、
年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続

き
に
つ
い
て
、『
事
前
予
約
』を
行
っ
て

い
ま
す
。待
ち
時
間
の
少
な
い「
予
約
相

談
」を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
予
約
受
付
期
間

相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日

ま
で

※
予
約
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ

　

か
る
も
の（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書

　
な
ど
）を
ご
用
意
の
う
え
、電
話
を
し

　
て
く
だ
さ
い
。

●
予
約
方
法

全
国
共
通
の
予
約
専
用
受
付
電
話

（
☎
０
５
７
０
・０
５
・４
８
９
０
）ま

た
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
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い き きい 小 竹 っ 子

教育委員会や各小中学校からのお知らせを掲載します。　　 問 小竹町教育委員会☎２・１９６１

　今年度から南小学校と北小学
校に通級指導教室ができ、町内
すべての小中学校に通級指導教
室が設置されました。３小学校
を担当教員が巡回し、対象児童
一人ひとりに応じた指導を進め
ています。

　三泉化成株式会社は１９６９年に九
州工場を御徳に設立し、プラスチッ
クの総合メーカーとして多くのプラ
スチック部品を製造され、今年で創
立 50 周年を迎えられました。

　寄贈テントは、運動会などの行事
で大切に活用させていただきます。

町内各小中学校
終業式・始業式の

お知らせ

●２学期終業式
各小学校・中学校
　１２月２４日（火）

●３学期始業式
各小学校・中学校
　１月８日（水）

みなさん

 「通級指導教室」をご存じですか？

●
通
級
に
よ
る
指
導
と
は

　
各
教
科
の
学
習
な
ど
は
通
常

の
学
級
で
受
け
な
が
ら
、
在
籍

学
級
で
の
生
活
を
ス
ム
ー
ズ
に

送
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
状

態
に
応
じ
た
指
導
を
し
ま
す
。

通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、
学
習

や
生
活
上
の
困
難
さ
を
抱
え
て

い
る
児
童
生
徒
が
対
象
で
す
。

●
学
習
の
か
た
ち

▽
個
別
の
指
導
が
基
本
で
す
が
、

　

少
人
数
で
の
指
導
を
行
う
場

　
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
普
段
は
在
籍
し
て
い
る
通
常

　

の
学
級
で
み
ん
な
と
一
緒
に

　
学
校
生
活
を
送
り
ま
す
が
、
決

　
め
ら
れ
た
曜
日
・
時
間
に
通
級

　
指
導
教
室
に
通
い
ま
す
。

▽
一
人
ひ
と
り
の
状
態
に
応
じ

　
た
、
指
導
計
画
を
立
て
て
指
導

　
を
進
め
ま
す
。

●
入
級
に
つ
い
て

　
通
級
指
導
教
室
に
関
す
る
ご

相
談
な
ど
に
つ
い
て
は
、
各
学

校
の
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
の
先
生
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。「
通
級
指
導
教
室
に
よ

る
指
導
が
適
切
で
あ
る
」と
専

門
家
か
ら
判
断
さ
れ
た
児
童
生

徒
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

コミュニケーション・
行動・学習面などで困っていませんか？

■言葉の発達がおそい
■周りに気を取られやすい
■友達と関わりたいが、うまくコミュニ  
  ケーションがとれない
■感情や行動のコントロールが難しい
■読み書き計算などの学習を難しいと　 
  感じている　など

ありがとうございます
～テントを寄贈していただきました～

　１１月６日、三泉化成株式会社から
創立５０周年記念として、小竹北小学
校と小竹中学校にテント各１張りを寄
贈していただきました。
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図書室新刊のお知らせ

▶開館時間　　８：３０～１７：１５
▶問い合わせ　中央公民館 ☎２・０４５２

Ｒ帝国

著／中村 文則
中央公論新社

　そいつの名前は秋山璃在（リアル）。
ぼくたちの学年でリアルを知らない
やつはいない。なぜって？リアルはす
ごいやつだから。学年一の人気者。ナ
ンバーワンでオンリーワン。性格は明
るくてお調子者。校内でかわいいとい
われる女子は、いつも決まってリアル
とうわさになる。人気子役との恋がこ
じれた合唱祭、家族の悲しい過去、い
じめ…。ぼくたちは少しずつちがう。
だから支えあえる。三人の少年の忘れ
られない夏の友情物語。

ぼくたちのリアル

著／戸森 しるこ
絵／佐野 真紀子

講談社

　舞台は近未来の島国・Ｒ帝国。あ
る日、矢崎はＲ帝国が隣国と戦争を
始めたことを知る。だが、何かおか
しい。国家を支配する絶望的な存在

「党」と、謎の組織「Ｌ」。やがて世界
は、思わぬ方向へと暴走していく。
世界の真実を炙り出す驚愕の物語。
　現代の社会が抱える問題点を克
明に描き出し、大衆の心理やメディ
アの煽動など様々な問題提起をし
ている作品。情報社会の中で私たち
の国家はどこへ向かうのか。

　お日さまがのぼって１日がは
じまりました。こうさぎはみん
なに「おはよう」とごあいさつ。
日がしずみはじめると、こんど
は「おやすみない」をいう時間。
おやすみ、こねこちゃん。おやす
み、こぐまちゃん。『おやすみな
さい おつきさま』でおなじみの
マーガレット・ワイズ・ブラウン
の未発表の文章に、ローレン・ロ
ングが愛らしいイラストをつけ
た絵本。

おはようおやすみ
ぼくのせかい

著／マーガレット・
ワイズ・ ブラウン

絵／ローレン ・ロング
訳／やまね もとよ 

評論社

中
央
公
民
館
だ
よ
り

親子で
ミニ門松をつくろう！

●
日
時

12
月
21
日（
土
）

▽
10
時
か
ら
12
時

ま
で

●
場
所

中
央
公
民
館
２
階

大
研
修
室

●
対
象
者

も
の
づ
く
り
に
興

味
が
あ
る
未
就
学

児
か
ら
小
学
６
年

生
ま
で
の
親
子
15

組
●
参
加
費

千
円

●
申
込
締
切

12
月
９
日（
月
）ま

で
●
申
込
方
法

電
話（
社
会
教
育
係

☎
2
・
０
４
５
２
）

ま
た
は
中
央
公
民

館
窓
口
で
受
け
付

け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
次
第
、

　
受
付
終
了
と
な
り
ま

　
す
。

※
中
央
公
民
館
の
窓
口

　
時
間
は
、
平
日
８
時

　
30
分
か
ら
17
時
15
分

　
ま
で
で
す
。

　毎年恒例の「親子でミニ門松づく
り」を実施します。
　親子で協力して門松を作り、気持
ちよく新年を迎えてみませんか？

問 教育課社会教育係☎２・０４５２
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今月の健康行事

▶内容によっては事前に予約が必要なもの
　や対象者が限られる場合がありますので
　保健センターにお問い合わせください。

●予約・問い合わせ
　保健センター☎２・１８６４

１２月
１７日（火）： １歳６か月児健診

保健センター
受付▷１２時４５分～１３時３０分

２０日（金）： すくすく教室（離乳食教室）
保健センター
受付▷１３時１５分～１３時３０分

１月
１４日（火）： 乳児健診

保健センター
受付▷９時１５分～９時４５分

　

 

む
し
歯
を

　

 

つ
く
ら
な
い
た
め
に

ポ
イ
ン
ト
①

食
事
と
お
や
つ
の

時
間
・
回
数
を
決
め
る

３
回
の
食
事
を
規
則
的
に

し
て
、
お
や
つ
は
１
日
１
～

２
回
な
ど
量
と
時
間
を
決

め
ま
し
ょ
う
。
お
に
ぎ
り
、

ふ
か
し
芋
、
果
物
、
乳
製
品

は
む
し
歯
に
な
り
に
く
い

の
で
、お
す
す
め
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
②

飲
み
物
の
種
類
と

飲
ま
せ
方
に
注
意
す
る

乳
酸
菌
飲
料
や
ス
ポ
ー
ツ

飲
料
、
ジ
ュ
ー
ス（
特
に
果

汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
）は

口
の
中
を
酸
性
に
し
、
歯
の

エ
ナ
メ
ル
質
を
溶
か
し
て

し
ま
い
ま
す
。
ほ
乳
び
ん
で

与
え
た
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
飲

ま
せ
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
イ
ン
ト
③

「
食
べ
た
ら
歯
を
磨
く
」を

習
慣
づ
け
る

乳
幼
児
期
か
ら
食
後
の
歯

磨
き
を
習
慣
づ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
特
に
就
寝
中

は
唾
液
の
量
が
減
る
た
め
、

む
し
歯
菌
の
活
動
が
活
発

に
な
り
ま
す
。
就
寝
前
に
お

子
さ
ん
が
歯
を
磨
い
た
後

は
、
必
ず
保
護
者
が
仕
上
げ

磨
き
を
し
ま
し
ょ
う
。
む
し

歯
に
な
り
や
す
い
の
は
、
上

の
前
歯
、
前
歯
の
間
、
歯
の

つ
け
根
、
奥
歯
、
奥
歯
の
み

ぞ
、
奥
歯
と
奥
歯
の
間
で
す

の
で
、
丁
寧
に
磨
い
て
く
だ

さ
い
。

ポ
イ
ン
ト
④

定
期
的
な
健
診
を
受
け
る

定
期
的
に
歯
科
健
診
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
む
し
歯
の

治
療
だ
け
で
な
く
、
歯
並

び
や
か
み
合
わ
せ
な
ど
の

チ
ェ
ッ
ク
、
歯
磨
き
の
ア
ド

バ
イ
ス
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
小
竹
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で
は
、
１
歳
６
か
月
児
歯

科
健
診
、
３
歳
児
歯
科
健

診
で
フ
ッ
素
塗
布
を
し
て

い
ま
す
。ま
た
、12
か
月
児

健
診
で
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ

シ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
歯

磨
き
の
習
慣
を
お
す
す
め

し
て
い
ま
す
。

■むし歯有病率
１歳６か月児

歯科健診
３歳児

歯科健診

小竹町 ５．９％ ３６．６％

福岡県 １．９％ １５．８％

全国 １．３％ １４．４％
出典：平成２９年度地域保健・健康増進事業報告

子どもの歯を守りましょう

　小竹町の１歳６か月児、３歳児のむし歯の有病率は、福
岡県、全国と比べて高い状況です。

　子どもの歯の健康
を守るのは、保護者
の大事な役目です。
乳歯からむし歯にさ
せないようにしてい
きましょう！

　
子
ど
も
の
乳
歯
は
生
後
７
、

８
か
月
ご
ろ
か
ら
生
え
始
め
、

３
歳
ご
ろ
ま
で
次
々
と
生
え

て
い
き
ま
す
。乳
歯
は
神
経
と

表
面（
エ
ナ
メ
ル
質
）の
距
離

が
近
い
た
め
、む
し
歯
に
な
る

と
進
行
が
は
や
く
、広
範
囲
に

わ
た
り
む
し
ば
み
ま
す
。

　

乳
歯
は
い
ず
れ
抜
け
る
か

ら
…
と
、む
し
歯
に
し
て
し
ま

う
と
、子
ど
も
が
十
分
な
栄
養

を
と
れ
な
い
、
偏
食
に
な
る
、

永
久
歯
の
歯
並
び
が
悪
く
な

る
、永
久
歯
の
む
し
歯
が
多
く

な
る
な
ど
の
影
響
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
言
葉
を
話
す
時
の

発
音
に
も
影
響
を
与
え
ま
す
。

●
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1

2

34

56

7

町民まつり２０１９

1 趣味や特技を生かした作品、子どもたちの絵画など数多く
アート作品の展示に観客を魅了 2 茶道の魅力や奥深さを感
じるお茶会 3 いつまでも健康に…体力測定等が実施 4 修復
されたアルコ 23 号前でミニ SL を体験 5 児童生徒美術展表
彰式の開催 6 ひまわり講座フラダンスを華麗に披露 7 小竹
こども園年長組の力強い「よさこいソーラン」

町民まつり
２０１９

　
11
月
９
日
か
ら
２
日

間
に
わ
た
り
、「
町
民
ま

つ
り
２
０
１
９
」を
中

央
公
民
館
周
辺
で
開
催

し
ま
し
た
。

　
初
日
は
個
性
豊
か
な

作
品
展
示
や
少
年
の
主

張
発
表
な
ど
の
子
ど
も

た
ち
の
発
表
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
出
店
も
充
実
し
た
２

日
目
。
一
人
ひ
と
り
の

特
技
や
個
性
を
歌
や
ダ

ン
ス
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
表
現
で
盛
り
上
が
っ

た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

や
茶
会
、
健
康
福
祉
イ

ベ
ン
ト
、
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
最
後
は
、「
よ
し
も
と

福
岡
県
住
み
ま
す
芸
人

お
笑
い
ラ
イ
ブ
」を
行

い
、
会
場
中
が
爆
笑
の

渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
友
人
や
家
族
と
一
緒

に
食
事
を
楽
し
ん
だ

り
、
ス
テ
ー
ジ
や
作
品

展
示
を
鑑
賞
し
な
が
ら

文
化
に
触
れ
る
姿
が
多

く
見
ら
れ
た
り
と
、
人

と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を

感
じ
る
ま
つ
り
と
な
り

ま
し
た
。

主催／町民まつり実行委員会・
　　　小竹町・小竹教育委員会
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暮らしの情報
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小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

日
時　
12
月
13
日（
金
）▽
12
時
か
ら
13

　
時
ま
で
受
付
、13
時
開
始

場
所　
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

問 

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

☎
２・２
０
２
８

行
政
書
士
に
よ
る

交
通
事
故
無
料
相
談
会

日
時　

12
月
14
日（
土
）▽
10
時
か
ら
16

　
時
ま
で

場
所　

飯
塚
市
穂
波
交
流
セ
ン
タ
ー
第

　
3
研
修
室（
飯
塚
市
秋
松
４
０
８
）

相
談
内
容　

交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流

　
れ
が
知
り
た
い
、保
険
請
求
手
続
、後

　
遺
症（
後
遺
障
害
）認
定
申
請
手
続
き

　
な
ど

※
予
約
申
込
は
不
要
で
す
。

※
相
談
し
た
い
交
通
事
故
に
関
す
る
資

　

料（
事
故
証
明
書
、
後
遺
障
害
診
断

　
書
、加
入
保
険
証
券
、相
手
方
か
ら
の

　
お
手
紙
な
ど
事
故
に
関
す
る
も
の
一

　
式
）を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
行
政
書
士
会（
平
日
）

    

☎
０
９
２・６
４
１・２
５
０
１

－道路上に穴（ポットホール）を見つけたらご一報ください！！－
問 建設課☎２・１９００／Mail：kensetu@town.kotake.lg.jp

町立病院事務局
☎２・０２８２

町立病院
✿

伝言板

夜間および時間外の
救急診療を行います

【１2 月】　３日（火） 内科：町立病院　外科：福岡ゆたか中央病院
　　　 　 ６日（金） 内科：町立病院　外科：くらて病院
       　 １１日（水） 内科：町立病院　外科：くらて病院
        　１４日（土） 内科：町立病院　外科：社会保険直方病院
        　１９日（木） 内科：町立病院　外科：宮田病院
        　２１日（土） 内科：町立病院　外科：宮田病院
      　  ２５日（水） 内科：町立病院　外科：宮田病院
        　３０日（月） 内科：町立病院　外科：西尾病院

【１月】　　３日（金） 内科：町立病院　外科：宮田病院

相
談

境
界
問
題
無
料
相
談
会

日
時　

令
和
２
年
１
月
８
日（
水
）▽
13

　
時
か
ら
16
時
ま
で

予
約
方
法　

電
話（
☎
０
９
２
・
７
４
１

　
・
５
７
８
０
）ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
☎
０

　
９
２
・
７
３
１
・
５
２
０
２
）で
平
日

　

10
時
か
ら
17
時
ま
で（
12
時
か
ら
13

　

時
ま
で
は
除
く
）に
予
約
し
て
く
だ

　
さ
い
。

※
１
日
６
枠（
相
談
時
間
30
分
）

相
談
内
容　

境
界
問
題
、
土
地
の
分
筆

　
や
建
物
の
新
築
等
に
関
す
る
相
談

相
談
料　

無
料

相
談
場
所　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士

　

会
北
九
州
支
部
事
務
局（
北
九
州
市

　
小
倉
北
区
田
町
12
番
９
号
桐
友
ビ
ル

　
３
階
）

主
催
者　

福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

問
福
岡
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
事
務
局

　

 

☎
０
９
２・７
４
１・５
７
８
０

無
戸
籍
で
お
困
り
の
人
へ

　

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

各
種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、
法
務
局
や

市
区
町
村
の
戸
籍
担
当
窓
口
、
ま
た
は

福
岡
県
弁
護
士
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。ま
た
、戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い

人
を
ご
存
じ
の
人
も
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ど
の
よ
う
な
手
続
が
で
き
る
か
を

一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

相
談
料　

無
料

相
談
窓
口　

福
岡
法
務
局
戸
籍
課（
平

　

日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
）

　
☎
０
９
２
・
７
２
１
・
９
３
３
４
／
福

　
岡
県
弁
護
士
会
子
ど
も
の
人
権
１
１

　

０
番（
土
曜
日
12
時
30
分
か
ら
15
時

　
30
分
ま
で
）☎
０
９
２
・
７
５
２
・
１

　
３
３
１

問 

福
岡
法
務
局
戸
籍
課

 　
☎
０
９
２・７
２
１・９
３
３
４ １２月１０日～１６日

北朝鮮人権侵害問題啓発週間

拉致問題その他北朝鮮当局
による人権侵害問題に対す
る認識を深めよう

■拉致問題対策本部ホームページ
　http://www.rachi.go.jp/
■法務省ホームページ
　http://www.moj.go.jp/JINKEN/ 
　jinken103.html
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毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

暮らしの情報

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０　/　http://www.police.pref.fukuoka.jp

愛
の
と
も
し
び

■
香
典
返
し

故　
髙
倉　
一
之 

様（
御
徳
２
区
）

遺
族　
髙
倉　
美
好　
様 

故　
足
立　
貞
子 

様（
新
多
区
）

遺
族　
木
森　
節
子　
様

故　
伊
藤 

キ
ミ
子 

様（
勝
野
２
区
）

遺
族　
伊
藤　
清　

   

様

故　
梶
原　
彧
雄 

様（
新
多
区
）

遺
族　
梶
原  

ま
ゆ
み 

様

※
10
月
１
日
か
ら
10
月
31
日
ま
で
に
寄
附
し

　
て
い
た
だ
い
た
か
た
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■管内街頭犯罪発生状況
１０月中 １０月末まで

件数 件数 前年比
オートバイ盗 0 件  7 件 － 17 件
自転車盗 6 件 　62 件 － 10 件
空き巣 3 件  31 件 － 19 件

福
岡
県
公
共
職
業
訓
練

の
施
設
内
訓
練
生
募
集

（
４
月
期
入
校
生
）

　
小
竹
・
田
川
高
等
技
術
専
門
校
で

は
、次
の
要
領
で
令
和
２
年
度
施
設

内
職
業
訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間　

12
月
９
日（
月
）か
ら

　
令
和
２
年
１
月
16
日（
木
）ま
で

入
校
試
験
日　

令
和
２
年
１
月
24

　
日（
金
）

募
集
科　

小
竹
校
▼
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
設
計
科
、
自
動
車
整
備
科
、
機
械

　
加
工
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
建
築
科
、

　
塗
装
科
、介
護
サ
ー
ビ
ス
科　

　
田
川
校
▼
電
気
工
事
科
、自
動
車

　
整
備
科
、木
工
家
具
科
、左
官
科
、

　
Ｏ
Ａ
事
務
科

※
詳
細
に
つ
い
て
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

　
ク
に
備
え
付
け
て
い
る「
訓
練
生

　
募
集
要
項
」ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ（http://w
w

w
.fukuoka-

　

kunren.net/

）を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

問 

福
岡
県
立
小
竹
高
等
技
術
専
門
校

　

 

☎
０
９
４
９
６・２・６
４
４
１

    

福
岡
県
立
田
川
高
等
技
術
専
門
校

 　
☎
０
９
４
７・４
４・１
６
７
６

介
護
保
険
事
業
計
画

策
定
委
員
募
集

　
令
和
２
年
度
は
、
第
８
期（
令
和

３
年
度
か
ら
５
年
度
）介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
の
年
度
で
す
。

　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
に

お
い
て
は
、介
護
保
険
制
度
の
適
正

な
運
営
を
図
る
た
め
、事
業
計
画
策

定
委
員
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
委
員
会
に
お
い
て
、
住
民（
被

保
険
者
）の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

建
設
的
な
意
見
、提
案
を
う
け
る
た

め
、保
健・医
療・福
祉
等
各
分
野
の

委
員
と
と
も
に
参
画
で
き
る
住
民

代
表
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

募
集
期
間
　
令
和
２
年
１
月
20
日

　
（
月
）か
ら
２
月
18
日（
火
）ま
で

問 

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
事

　

  

業
課
事
業
推
進
係

 　
☎
０
９
２・９
８
１・９
０
７
６

令
和
元
年
度

自
衛
官
採
用
試
験

●
第
６
回
自
衛
官
候
補
生

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

受
付
締
切
日　

令
和
２
年
１
月
14

　
日（
火
）

試
験
日　
令
和
２
年
１
月
26
日（
日
）

　

ま
た
は
１
月
27
日（
月
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地

●
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生

　

徒（
一
般
）

受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　
15
歳
以
上
17
歳
未
満
の
者

受
付
締
切
日　

令
和
２
年
１
月
６

　
日（
月
）

試
験
日　
令
和
２
年
１
月
18
日（
土
）

会
場　

陸
上
自
衛
隊
小
倉
駐
屯
地

●
自
衛
隊
就
職
説
明
会（
直
鞍
地
区
）

日
時　

12
月
14
日（
土
）▽
10
時
か

　
ら
15
時
ま
で（
随
時
）

会
場　

直
方
市
中
央
公
民
館
３
階

　
第
３
学
習
室（
直
方
市
津
田
町
７

　
－
20
）

参
加
料　
無
料

※
予
約
不
要
、入
退
場
自
由
で
す
。

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯

　
  

塚
地
域
事
務
所

　
 

☎
０
９
４
８・２
２・４
８
４
７

福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開

発
訓
練
生（
障
が
い
の
あ
る
人
） 

募
集
科
目　

①
機
械
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
②

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
③
商
業
デ

　

ザ
イ
ン
科
④
О
Ａ
事
務
科
⑤
建

　

築
設
計
科
⑥
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科

　
（
流
通
ビ
ジ
ネ
ス
科
音
声
パ
ソ
コ

　
ン
コ
ー
ス
）⑦
総
合
実
務
科

広報こたけ・ホームページに
広告を掲載しませんか？

広告募集

＊詳しくは町ホームページをご覧ください。

●掲載料　※１か月あたり
広報こたけ 料金

上下４３㎜×左右１８２㎜ ６，０００円
上下４３㎜×左右８８㎜ ３，０００円

町ホームページ 料金
上下６０ピクセル×左右２１０ピクセル ３，０００円規

格

規
格

募
集
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人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulat ion a traffic accident

ちょっと待って！悪質商法かも！？　一人で悩まず、消費生活センターにお早めにご相談ください。

直鞍広域消費生活センター　☎０９４９・２５・２１６２

■人　口 7,554人
男性 3,621 人 女性 3,933 人
出生 3 人 死亡 13 人
転入 15 人 転出 25 人

■世帯数 3,850世帯

  174,240kg （前月比 ＋ 13,400 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日１２月１５日（日）９時から１２時まで

１０月中 １０月末累計
発生件数 2 件（－ 2 ） 24 件（－ 6 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 3 人（－ 3 ） 35 人（－ 3 ）

10 10
10

今月の

 一戸一美 ☆ 中央区にあるお宅の前を通ると

　昔懐かしい日本の光景がそこに

　ありました。甘くておいしい干

　し柿になりますように！

＊『一戸一美運動』は、通りから見える
　玄関や塀、庭、窓などに « 美しい »« 心
　温まる »« 感動する » ものを飾ろうと
　いう運動です！

　ココだけオンリーワン『一戸一美
運動』を町内全域で取り組んでいま
す。きれいな花や趣味・特技を活かし
た作品を飾って、小竹町を文化の香
る美しい町にしましょう。

訓
練
期
間
　
１
年
間（
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
設
計
科
の
み
２
年
間
）

訓
練
定
員
　
各
20
人（
流
通
ビ
ジ
ネ

　

ス
科
の
み
30
名
う
ち
５
名
は
音

　
声
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
）

募
集
期
限
　
１
月
23
日（
木
）ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
福
岡
障
害
者
職

　

業
能
力
開
発
校
お
よ
び
お
近
く

　

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い
合

　
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

 

☎
０
９
３・７
４
１・５
４
３
１

放
送
大
学
入
学
生
募
集

　
放
送
大
学
は
、４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。心
理
学・福
祉・経

済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学

な
ど
、約
三
百
の
幅
広
い
授
業
科
目

が
あ
り
、１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル
活

動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
料
を
無
料
で

差
し
上
げ
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
放

送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
０

９
２・５
８
５
・
３
０
３
３
）ま
た
は

放
送
大
学
北
九
州
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス（
☎
０
９
３
・
６
４
５
・
３
２

０
１
）ま
で
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

出
願
期
間　

第
１
回
▽
令
和
２
年

　
２
月
29
日（
土
）ま
で
、第
２
回
▽

　
令
和
２
年
３
月
17
日（
火
）ま
で

問 

放
送
大
学
福
岡
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

☎
０
９
２・５
８
５・３
０
３
３

第
10
回
ハ
ー
ト 

ト
ゥ 

ハ
ー
ト

コ
ン
サ
ー
ト　

第
九

日
時　

12
月
22
日（
日
）▽
13
時
開 

　
場
、14
時
開
演

場
所　

ユ
メ
ニ
テ
ィ
の
お
が
た（
直

　
方
市
山
部
３
６
４
－
４
）

入
場
料　

前
売
九
百
円
・
当
日
千
円

　
高
校
生
以
下
無
料

内
容　

第
１
部
音
楽
の
宝
石
箱（
雅

　

楽
演
奏
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
舞
踊

　
等
）、
第
２
部
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン

　
交
響
曲
第
九
番
第
四
楽
章

問
実
行
委
員
会

   

☎
０
９
０・１
１
４
３・２
５
９
５

消
費
税
軽
減
税
率
制
度
の

説
明
会

　

令
和
元
年
10
月
か
ら
実
施
の
消

費
税
軽
減
税
率
制
度
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る
た
め
、事
業
者
の
皆
さ

ん
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

日
時
　
12
月
18
日（
水
）▽
14
時
30

　
分
か
ら
16
時
30
分
ま
で

場
所
　
直
方
税
務
署
２
階
会
議
室

　
（
直
方
市
殿
町
９
－
10
）

申
込
方
法
　
前
日
ま
で
に
直
方
税

　
務
署
総
務
課（
☎
０
９
４
９
・
２

　
２
・
０
８
８
０
）ま
で
電
話
で
の

　
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
電
話
受
付
時
間
は
、月
曜
日
か
ら

　

金
曜
日
ま
で（
祝
祭
日
除
く
）の

　
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

問 

直
方
税
務
署
総
務
課

　

 

☎
０
９
４
９・２
２・０
８
８
０

税
務
署
で
の
面
接
相
談
は

事
前
予
約
が
必
要
で
す

　
税
務
署
で
は
、納
税
者
の
皆
様
を

お
待
た
せ
し
な
い
よ
う
、面
接
相
談

の
事
前
予
約
制
を
実
施
し
て
い
ま

す
。電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
相
談

内
容（
具
体
的
に
書
類
や
事
実
関
係

を
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
な

ど
）に
つ
い
て
は
、
所
轄
の
税
務
署

に
お
い
て
面
接
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。面
接
相
談
を
希
望
す
る

人
は
、所
管
の
税
務
署
に
電
話
で
相

談
日
時
を
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。予

約
の
際
、名
前・住
所・相
談
内
容
を

お
伺
い
し
、相
談
日
に
お
持
ち
い
た

だ
く
書
類
等
を
お
伝
え
し
ま
す
。

問 

直
方
税
務
署
総
務
課

☎
０
９
４
９・２
２・０
８
８
０

お
知
ら
せ
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20
◆防災行政無線の放送が
　聞き取りにくい場合には…

　電話（フリーダイヤル）で確認ができます！
▶☎０１２０・６１０・４１０／☎０１２０・４６４・６８３

−タンセ援支て育子
園もどこ竹小 と

域地 報情このけた

　
10
月
30
日
、３・４・

５
歳
児
の
子
ど
も
た

ち
は
、
安
部
田
さ
ん

（
南
良
津
区
）の
い
も

畑
で
さ
つ
ま
い
も
掘

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

「
う
ん
と
こ
し
ょ
！

ど
っ
こ
い
し
ょ
！
」と

い
い
な
が
ら
掘
っ
て

い
く
と
、さ
つ
ま
い
も

の
先
が
見
え
て
き
て

「
あ
っ
た
。
あ
っ
た
。」

と
大
喜
び
。『
お
お
き

な 

お
お
き
な 

お
い

も
』を
た
く
さ
ん
収
穫

し
、子
ど
も
た
ち
に
笑

顔
が
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
後
日
、収
穫
し
た
さ

つ
ま
い
も
を
使
っ
て
、

年
長
組
は
、手
作
り
の

味
噌
で
み
そ
汁
を
作

り
、年
中
・
年
少
組
は

り
ん
ご
煮
を
作
っ
て

食
べ
ま
し
た
。
そ
し

て
、２
歳
児
の
子
ど
も

た
ち
も
こ
ど
も
園
の

い
も
畑
で
大
き
な
さ

つ
ま
い
も
を
収
穫
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

問 地域子育て支援センター　☎２・０１８７

１２/１９（木）　▷１０時～１１時３０分

 「クリスマス会＆
　　　　クリスマスフォト」

地域子育て支援センター
からのお知らせ

うんとこしょ！どっこいしょ！

いも掘り体験

▷先着１０名・おやつ代２００円
▷申込期間 １２月５日（木）から　
　１２月１２日（木）まで

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１

２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

２９ ３０ ３１

令和元年１１月１４日現在
  ● ● １２月の「こたけ創造舎」イベント スケジュール　● ●

◆イベント申し込み先・お問い合わせ　
　　こたけ創造舎▶☎０８０・９２４５・７８３７

 クラフトバンド  
 教室
▷１３時～１５時

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 洋裁教室
▷１０時～１３時

 写真教室（別館）
▷１０時～１２時

１２/１４（土）・１２/２７（金）

『産直市』を開催します！
～出品者も募集中です～

 洋裁教室（別館）
▷１３時３０分～１６時３０分

 写真教室（別館）
▷１９時～２１時

 ＥＳＴ
▷１０時～１２時

 パステルアート教室
▷９時～１３時

 パステルアート教室
▷９時～１３時

 休 館  休 館  休 館

 彩りアーティスト
 で愛展▷１０時～１６時

「こたけ創造舎」
フェイスブックの
イベント情報も
ご覧ください。

 洋裁教室
▷１０時～１３時

※１２月２７日の産直市は餅とお正
　月花を数量限定で販売します。

 洋裁教室（別館）
▷１０時～１３時

 洋裁教室
▷１３時３０分～１６時３０分

 休 館


